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第1章 明治末期 か ら大正 期の子 どもた






くの論者(3)も、今 日子 どもたちに死 との出会
いが少なくなったことや、死との出会いの大切



















しかしなが ら、谷川守正が 「何 も人に教える















































































弟 ・友達か ら聞いている。当時ほとんどの子 ど
もたちは、 日常の中で地域の人の死に出会って







































































































こともあった。ところが 「作 り置 き」はあって
も結核患者が出た場合は、伝染病であることを
気づかってか、講中にも言わず自分の家で密か





































































































































































































































































そ うした心 に残 る死の体験が根底 にあって、





















































































































第2章 現在 の子 どもは 「人の死 」 とい








































る。都 市部 の生徒 は3.4%農村 部の生徒 も

























































































































子 どもたちに明治 ・大正期の子 どもたちの体験
の何が しかを取 り戻 したいものである。
第3章 「死 との出会い」 の もつ 意味
調査や聞き取 りの中で、大多数の親たち個々












































































































































は、多 くの場合 「死の儀式」や肉体 としての死
との出会いであり、ひとりの生活者としての歴
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